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施工説明書 


アンダーシンクアルカリ 


家庭用 


品番 TK-AB40 


上水道専用 


■ 設置は、この施工説明書に従って正しく行ってください。 

•配管工事はすべて建築基準法、水道法、さ都市の条例規定に準じて行って < ださい。 
なお、シンクの種類、フ□アキャビネットの組み合わせによって、配管接続ち法び 
異なりますのでごを意 < ださい。 

■最終点検い K 漏れ、動作および通水量確認)は、必ず行ってください。 

■ 設置終了後、取扱説明書-保証書-グリセ□リン酸カルシウム製剤- pH 試験液および 
この説明書は、必ずお客様にお渡しください。 

■ 正しい設置をされなかった場合の製品の故障および事故について、当社は責任を負い 
ませんので、あ5かじめご了承ください。 
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まを上のご注意 C 必ずお守り<ださい^ 


人へのを害、財産の損害を防止するため、がずお守りいただくことを説明しています。 
■誤った設置をしたときに生じる危害や損害の程度を区分して、説明しています。 


AI 

1告 

r 死 t や重傷を負ラおそれびある内容」です。 

A 注意 

r 傷害を負ラことや、財産の損害び発生するおそれびある内容」でず。 

■お守りいただく内容を次の図記号で説明しています。 （次は図記号の例です） 

0 


してはいけない内容です。 

〇 


実行しなければならない内容です。 

A 


気をつけていただく内容です。 


A 警告 


飲用に合格した水(水道水など)政が 

設置は、この施工説明書に従って、 

には使用しない 

確実に行ラ 

殺菌能力びな<、除去でさる物質 (26 
(\)ページ参照) LU 外の有害物質は除去で 
さないため、飲むと体調を損なラ原因 
禁止 になりまず。 

〇設圖こ不備びをると、無，感電" 

事故の願になりまず。 

必ず守る 

コンセントの設置は、電気設備技術 

コンセントや配線器具の定格を超え 

基準や内線規程に従って、電気工事± 

る使いかたや、交流 100 vm 外での 

び、ま全、確実に巧ラ 

使用はしない 

誤った電気工事は、感電や乂災の願 
になりまず。 

必ず守る 

^ A たこ足配線などで定格を超えると、 

\ N / 発熱による火災の原因にな 0 まず。 

禁止 

電源コードは、引を出しのレールや 

配管部 m がは、分解したり、修理- 

扉に挟まれないよラに配置ずる 

改造しない 

電源]-ドび破損し、感電•シヨ-卜 • 
火災の願になりまず。 

火災 • 感電の願になりまず。 

必ず守る 

V 

分解禁止 

J 
















A 警告 


電源コード-電源プラグを破損ずるよラなことはしない 

/\\ / • ステープル（巧 ） などで固定ずる • 傷つける-加工ずる • 熱器具に近づける \ 

V N/ i •無理に曲げる•ねじる•引っ張る•重い物を載せる•束ねる•挟み込む など) 
禁止 

傷んだまま使用ずると、感電■ショート-乂災の原因にな 0 まず。 

電源プラグは、根元まで確実に差し 

めれた手で電源プラグの巧き差しは 


しない 

差し込みび不完全でずと、感電や発熱 


〇による無の願になりまず。 


必ず守る 

めれ手禁止 

•傷んだプラグ-ゆるんだコンセントは使用しない 
で < ださい。 

V 

感電の原因にな 0 ます。 

J 


A 注意 


ワークトップ(カウンタートップ)の 
穴あけには、材質に合った工具を使ラ 

天然大理石、ホー□一など特殊なちのに 
ついては、キッチンメーカー指定の設置 
方法で行ってください。 

A 無理に巧あけをしよラとずると、ワー 
クトップ(カウンタートップ)を破損ず 
—る原因になることびありまず。 


電源プラグをコンセントか5巧く 
ときはプラグをもって巧く 



電源コードを引っ張るとコードび破損し、感電- 
乂災-ショートの原因にな0まず。 


ワークトップ(カウンタートップ)び 
厚さ30 mm な上の場合は、穴あけ 
しない 




=； 30 mm じ(上 
取0付けでさません。 


取り付けびでさませんので、万一、穴をあけた場合 
に補償問題になることびありまず。 


ワークトップ(カウンタートップ)や 
流し台(キャビネット内）に穴をあける 
ときは、屋内配管を傷つけない 

0 万一、水漏れび起こると、大さな補償 
問題になることびありまず。 

禁止 
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まを上のご注意 C 必ずお守り<ださい^ 


A 注意 


本器は、アルカリ本体*付属のアルカ 
リ用水栓および設置部材を、セットで 
使用ずる 

〇 万一、水漏れび起こると、大さな補償 
問題になりまず。 

必ず守る 


壁面取付タイプの水栓には、取り付け 
ない 



• アルカリ本体およびアルカ U 用水をを、単独で使用 
しないで < ださい。 


アルカリ用水栓の先に、他の機器を 
接続しない 

0 アルカ U 本体に異常な水圧びかかり、 
水漏れの原因になりまず。 

禁止 


ホース類を巧り曲げたり、ねじったり、 
ひっぱったり、挟み込んだりしない 

ホ漏れの原因になりまず。 

禁止 

•ホース類は、引さ出しのレールや扉に挟まれない 
よラに配置してください。 

先止め (2 巨ページ参照)の配管に改造 
しない 

Q アルカ U 本体に常時水圧びかかり、 

ウ オーター 八ン マーな どにより、 

水漏れの原因になりまず。 

禁止 


配管び不明確なので、取り付けびでさなかつたとさ 
に補償問題になりまず。 


アルカリ本体は平5な場所に設置する 


〇 不安定な状態で設置ずると、転倒して 
けびの原因にな0まず。 

必ず守る 


配管は、水漏れのないよう確実に行う 
特に固定金具(クイックファスナー） 
などは、確実に取り付ける 

〇 確実に接続されていないと、ホースび 
はずれて水漏れの原因になりまず。 

必ず守る 


一次給水側は、特に水漏れびないよう 
に確実に接続する 

〇 万一、水漏れび起こると、大さな補償 
問題になることびありまず。 

必ず守る 


最終点検時は、アルカリ用水栓を含む配管接続部全体の水漏れ点検を十分に行ラ 

万-、 水漏れび起こると、大きな補償問題になることびありまず。 

必ず守る 




ソ 


4 





















設置上のお願い 


r \ 

■ 次のような場所には設置しないでください。 （故障の原因） 

•高温部 (40 で L ソ上)の近く ♦ミ谷室やアルカ U 本体に水-蒸気のかかる所 

•屋外や風雨にさらされる所 ♦油の付着ずる所 

•凍結の可能性のある所（本器は寒冷地仕様ではありません。） 

■配管工事はずべて建築基準法、 7 j < 道法、各都市の条例規定に準じて行ってください。 

なお、シンクの種類、フ□アキャビネットの組み合わせによって配管接続ち法が異なりまず。 

■水道法基準適合の認註登録品ですので、必ずアルカリ本体、付属のアルカリ用水を、設置部材を 
セットでご使用ください。 

■ アルカリ本体を設置ずる前に、電源コンセント (交流] 00 V )をキャビネット内部に取り付けて 
<ださい。 

キャビネット内部に取り付けでさない場合は、] 2ページの「キャビネット内にコンセント>1 
V び固定でさない場合」を参照して < ださい。 J 


■ 設置場前ホ、流し台(キャビネット内）に取り付ける棚や 
オプションの位置によって巧めますが、必ずお客様と 
ご相談のうえ、力ートリッジ交換およびカルシウム添加 
び容易な位置に設置してください。 

(最低でをち記寸法のスペースび必要です。） 


カルシウム添加筒 



カートリッジ 
禅位： mm ) 


■ 昇降式のキャビネツトがある場合は、可動部び接触 
しない位置にアルカリ用水をを設置してください。 

(最低でをち記寸法のスペースび必要です。） 

■ アルカリ用水をの吐水管と排水管のナツトは、工具で 
締めつけないでください。 （故障の原因） 


■ 本体を倒した状態で設置しないでください。 （故障の原因) 



mm ) 


■ 給湯配管には接続しないでください。 （故障の原因) 


■水の出□(吐水□•排水 □) を、ホースなどで延長しないでください。 （故障の原因） 

■ J 非水□をふさがないでください。 （故障の原因） 

■ 設置の際に、流し台の構造や材質などの確認が必要になった場合は、キッチンメーカーへお問い 
合わせ < ださい。 


V 


ノ 


已 
















付属部品一覧 


巧の付属部品を確認してください。 


アルカリ用水を〔1本] 

水检固定金具〔1個] 

コネクターカバー [1 個] 

(ねじ2本付さ） 

止水检〔1個] 

(逆止弁付•呼び径 1/2) 


ij 

% 

6 

W 

クじ 

1 !テープ止め'^ 

心^ 1してしほす 。 J 

#7^ フイルタ巧 

パツキン〔1個〕 

ド- プ 止め） 
^ 1しています 。 j 

J 

t 

分岐金具〔1個] 

(呼び径 1/2) 

固定金具〔1個] 

( クイックフアスナー'^ 

1 No . 12.7 ) 

# 

給水ホース〔1本] 

(呼び径 1/2) 

さ約1 □□□ mm 

L 字金具〔1個） 

(本体ずれ防止用） 

粘着テープ〔1枚〕 

(L 字金具固定用） 

/ 

ホース締付バンド 
[大 • 1個、ル • 1個] 

巧豫 

配管接続用パツキン 
…固] 

ホース固定バンド1：吕本] 

防虫シート [1 枚〕 

pH 試験液 [1 個] 

B 

タツピンねじに本） 

取扱説明書一式 田 X 扱説明書、保証書、グ U セ nu ン酸カルシウム製剤 （1 袋)]、 施工説明書 


流し台や配管方法によつて必要な部品 巧り途準備してください。) 


給水ホースを延長ずる場合 

•フレキ管 ( SUS . 呼び径 1/2) 

または 

ステンレス製ブレードホース(呼び径1/2)水道法適合品で 
防鐘用の被覆びあるものをご使用ください。 

•フレキ管巧ニップル(呼び径1/2) 




パッキン 


ステンレス製のワークトップで補強板び付いて 
いない場合、また補強板が付いていてち、ワーク 
トップと合わせた厚さが已 mm む下の場合 

•補強板(厚さ 10 mm 〜 1 已 mm) 



工具-覧 


■設置には、下記の工具び必要でず。（別途準備してください。） 


電動 ドリル ホールソー 

サイズ 

• ¢3己〜¢39 
♦ 027〜029 

《ワークトップの巧あけや、配管•コード用の貫通巧をあける場をに使用します。 




六ちレンチ 

サイズ 

• 2.5 mm 

♦ 4 mm 




モーターレンチまたはモンキーレンチ 



® および©ドライバー 



>スケール 
>ノ、ヴ S 
»カツター 


>ヤス U 
>ペンチ 


巨 















































ホース 締付バンド(ル) 


コネクタ ーカパー 


ホース締付バンドけ) 



巧 


iniEjo. 




厚 



oj 




固定金具(クイックフアスナー No.l 2.7) 



付属部品使用個所確認図 

•各付属部品を使用する位置を 
確認してください。 


操作パネルコード 
約940 mm 



アルカリ用水控 


水检固定金具 


化水ホース(濃いグレー ) 
約940 mm 



電源コード約1200 mm 


排水ホース（ラずいグレー) 
約940 mm 



---く 
ちか 






アルカリイオン水、弱酸性水、浄水 




給水ホース約1000 mm 
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設置の概要 

参照ページ 

設置の前に（必ず確認してください） 

9 〜 11 

▼ 

コンセントの取り付け 

12 

▼ 

止水栓の取り付け 

13 

▼ 

ワークトップへの穴あけ 

14 

▼ 

アルカリ用水栓の取り付け 

1已〜1巨 

▼ 

アルカリ本体の設置と接続 

17 〜 21 

• アルカリ用水栓をキヤビネット外(配管スぺース）に取り付ける場合 

20 

• アルカ1」本体の固定または、ずれ防止び必要な場合 

21 

▼ 

最終点検(水漏れ、動作および通水量確認） 

22 〜 2已 


〔概要図） 



アルカリ用水检 


操作パネルコード 


分岐金具 

(給水側止水機能付) 


フィルター付 
パッキン内蔵部 

止水检(逆止弁付) 


給水ホース 
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設置の前に （ jg ^ ず確認してくださし、) 


チェック 


チェック欄にチェックしなび5、必ず確認してください。 


ワークトップ(カウンター トップ） チェック 
の材質を確認ずる 


け才質によっては、穴びあけられない場合びあり 
ます。付属の r 巧あけ加工可否分類 J を参照し、 
巧びあけられるか、必ず確認してください。 


給水側止水柱のタイプを確認ずる 

•カバーナツトび付いていない止水栓 
には、分岐金具び取口付けられません。 


チェック 


A 注意 


ワークトップ(カウンタートップ)が厚さ 
30 mmlU 上の場合は、穴あけしない 




取0付けびでさませんので、万一、巧をあけた 
場合に補償問題になることびありまず。 


取り付けでさるタイプ 


パンドルタイプ 



•マイナス溝タイプ 


止水栓 
カバーナット 



取り付けできないタイプ 


1内ネジタイプ 




流し台のタイプを確認ずる（下図は一例です。設置できないキャビネットもあり 
まずのでキッチンメーカーにご確認ください。） 

•スライド収納式のキッチンは、アルカ U 本体をキッチンの配管カバー上に置さまず。 

〔アルカ U 本体び不安定なとさは、本体の固定または、ずれ防止を行ラ必要びありまず。 
(21 ページ参照)〕 


流し台 (キャビネット） 


給水側止水をアルカリ用水を取付位置 

配管スぺース 



互 


シンク 






アルカリ本体 
配管カバー 
配管スペース 
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設置の前 I こ（必ず確認してください) 


アルカリ用水栓の位置ミ夫め①ポイント 



シンクポケット(石けん、 チェック 

洗剤入れ)にあた 5 ない所 L 



水がシンクの中に流れる所 チェック 

•アルカ U 用水栓のセンターからシンクまでび、 

約40 mm 〜120 mm の位置に設置する 



>点検□か5設置びできる 
位置 (300 mm 程度） 

※キッチン メーカーの 
取付設置説明書に 
従ってください。 


※水お底部びワーク 
トップの段差や巧 
面に乗り上げない 
位置 


裏側にシンク固定金具がない所 たツク 
シンク固定金具 



ステンレス製のワークトップで捕強板び付いていな 
い場合、また捕強板び付いていても、ワークトップ 
と合わせた厚さび已 mmL ソ下の場合は… 

•補強板び必要でず。 

¢3已 mm ~ 040 mm 穴 


厚さ] 0 mm 〜]已 mm 




•イラストは、ち側にアルカ U 用水栓を設置した場合を使用して説明していまずび、 
左側に設置する場合を、位置決めのポイントや設置の手順は同じ要領です。 
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■ スライド収納式のキッチンについて 

キッチンの配管カバー上にアルカ U 本体を設置する場合びあります。スライド収納の引さ出しを 
はずしてから設置を行ってください。 

〔アルカ U 本体び不安定なとさは、本体の固定または、ずれ防止を行ラ必要びあります。 （21 ページ参照)〕 



スライド収納部 （固部分) 



♦スライド収納の引を出しの取りはずし、取り付けはキッチンの取扱説明書に従い、 
正しく行ってください。 


警告1 


電源コードは、引を出しのレールや扉に挟まれないように配置ずる 


電源コ-ド'び破損し、感電•シヨ-卜.火災の原因になりまず。 

必ず守る 


A 注意 


ホース類を巧り曲げたり、ねじったり、ひっぱったり、挟み込んだりしない 

r \ I 水漏れの原因になることびありまず。 

禁止 

• ホース類は、弓 I さ出しのレールや扉に挟まれないよラに配置してください。 

























































• なのよラな場所に設置して < ださい。 

•止水栓より上部 

•電源プラグの抜さ差しびしやずいところ 
•配管からの水漏れ.結露水びコンセントに 
かからないところ 

_ > 


r ^ 

点検日 E ~ I 範囲内に設置してください。 


キッチンのキャビネット内または配管スペースに、本体電源用の コンセント ( AC 100 V ) び必要です。 


電線引さ出し位置 




• 電気工事±のちび行つて < ださい。 


♦電線は、後板の にクク^ の範囲内から 1 .已 m 
L ソ上引さ出してください。 

( VVF 0 1 .6 mm または¢2.0 mm アースなし) 

♦コンセントは、キャビネット庫内の區置互]の 
範囲内で、アルカ U 本体設置側に取り付けて 
<ださい。 

♦電線引さ出し位置-コンセント取付位置は、 

キッチンの高さに合わせて調整して < ださい。 

♦指定の範囲に取り付けでさない場合は、電源 
プラグびすぐに取りはずせる位置を選んで、 
コンセントを設置してください。 

♦電線を引さ込んだ巧には、防虫シートを貼り 
付けてください。 

(付属の防虫シートを切って、使用してください。) 


♦キャビネット外姐己管スペース）にコンセント 
を取り付けてください。 


A 迂局 

\_ J 



配管スぺースにコンセントを設置する場合、 
点検□のふたは、ネジ止めなど取りはずしに 
工具びが要な固定をしない 

0 万一の異常発生時に、電源プラグび 
抜けず、漏電-発火の原因になるこ 
とびありまず。 

禁止 


コンセントの取り付け 


キャビネット内にコンセントが固定できない場合 


点検 □ 
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止水栓の取り付け 

分岐金具(付属部品)を使い、給水側止水栓に止水栓(付属部品)を取り付けてください。 


• 給湯側止水检には、取り付けないでください。 


水道メーターの止水栓を閉じる 

•水栓から水び出ないことを、必ず確認して 
<ださい 



止水检 


2 


給水側止水をの八ンドルを取りはずず 


•八ンドルを取りはずずと、給水側止水をから 
水びこぼれまずので、洗面器などで水を受け 
て < ださい。 

•取りはずした八ンドルは、捨てずに保管して 
おいて < ださい。 


〇分岐金具 (付属品) を取り付ける 

W *01」ングに、傷やごみを付けないよラにして 
<ださい。 



分岐金具に止水栓 (付属品) を取り付ける 

• メンテナンス時に操作しやずいよラに、止水 
を(マイナス溝)を、正面に向けて取り付けて 
<ださい。 

• フィルター付/ (ッキンは虹ず取り付けてくだ 
さい。 

※取り付けていないと、アルカ1」本体内蔵の 
_電磁弁び目詰まりして止水できなくなりまず。 

•フィルター付パッキンは、ち図の向きに取り 
付けてください。 

※逆向きに取り付けると、フィルターび目詰 
まりしやずくなりまず。また、水漏れの原 
因になりまず。 
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ワークトップへの巧あけ 

ワークトップ(カウンタートップ)に、アルカ U 用水栓を取り付けるための巧をあけてください。 


•ワークトップに穴をあける際は、アルカリ本体や止水をに切りくずび入5ないようにしてください。 

(通水路に切りくずび入ると、故障や水漏れの原因になりまず。） 

•電気ドリルは回転式で、使用ずるホールソーに適したものをご用意ください。 

•インパクトドライバーや振動ドリルなど、たたきつけなび5穴をあける工具は、使用しないでください。 

(ワークトップび変お-破損ずる原因にな0まず。） 

•工具を、無理な力でワークトップに押し付けないでください。 

(ワークトップび変形-破損ずる原因にな0まず。） 

•硬い人工大理石カウンターの場合は、予備の工具(ホールソー替刃）をご用意ください。 

(刃び磨耗して、巧あけしにくくなりまず。） 

•つーウトップの厚みを考慮し、 厚さ30 mm に対応できる工具を使用してください。 


A 注意 


I ワークトップ(カウンタートップ)の穴あけには、 
材質に合った工具を使う 

天然大理石、ホー□一など特殊なちのについては、 ' 
I キッチンメーカー指定の設置方法で行ってください。, 


A 


無理に巧あけをしよラとずると、ワーク 
トップ(カウンタートップ)を破損ずる 
原因になることびありまず。 


■ワークトップ(カウンタートップ)が 
厚さ30 mmL ソ上の場合は、穴あけし 
ない 


0 

禁止 


取0付けびでさませんので、 
万一、巧をあけた場合に補償 
問題になることびありまず。 



2 


穴をあける位置をミ夫める 

•1 0ページの「アルカ U 用水栓の位置ミ夫めのポイ 
ント」を参照し、巧をあける（アルカ U 用水をを 
取り付ける）位置を慎重にミ夫めてください。 


¢3已 mm 〜¢40 mm の穴をあける 

•巧は040 mm を超えないようにしてください。 
(流し台内部への水漏れの原因になりまず。） 




• 巧あけ後、パ' U やエツジをヤス U などでされいに取り除いてください。 
•穴あけ作業終了後は、くずをされいに取り除いてください。 


ステンレス製のワークトップで補強板び付いていない場合 

(また、巧強板び付いていてち、ワークトップと合わせた厚さび已 mmi ；! 下の場合) 


厚さ] 0 mm 〜]已 mm の補強板に必3已 mm 〜 
必40 mm の巧をあけ、ワークトップの内側に 
両面テープなどで取り付けて補強して < ださい。 


03已 mm 〜040 mm の巧 


C 補強板〕 
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厚さ]0 mm 〜]已 mm 















アルカリ用水栓の取り付け 


水栓固定金具(付属部品)を使い、ワークトップの巧にアルカ U 用水栓咐属部品)を取り付けてください。 


•アルカリ用水检を取り付ける前に、巧の周囲のちれを取り除き、きれいにしてか5取り付けてください。 
•水栓固定金具は正しく取り付けてください。取り付けに不備びあると、アルカリ用水检①ガタツキや、流し台 
内部への水漏れなどの原因になりまず。 

•電動ドライバーを使巧ずる場合は、クラッチ作動トルクを3 N • m 〜7 N • m の範囲にぶ、ず設定してください。 
また、クラッチ回転速度を r 低速」に設定しないでください。トルクが大きくなり、水检固定金具び破損ずる 
おそれがあ0まず。 


1 水を固定金具の固定金具を、いちばん下 
まで下げる 



2 ワークトップの穴に、水を固定金具を 
差し込む 



•水栓固定金具を傾けなびら、固定金具の長い 
方から先に差し込んでください。 

•水栓固定金具の巧の中むを、ワークトップの 
巧の中むに合わせてください。 

(ずれていると流し台内部への水漏れの原因 
になりまず。） 


〇水桂固定金具のボルトを締める 



4さらに強く締めつける 



]已 





































アルカリ用水柱の巧り付け 

5水を固定金具に、アルカリ用水桂を取り付ける 





六角レンチ 

に.已 mm ) 


•アルカ U 用水栓のホースやコードは、ねじらず 
まっすぐに束ね、止めねじを水栓固定金具の 
くぼみに合わせて差し込んでください。 
•差し込みにくい場合は、止めねじをかしゆるめ、 
水ネ全を左ちにゆずりなびら差し込んでください。 


• アルカリ用水栓に浮きびないよラに取り付 
けて < ださい。 

•止めねじをくぼみに確実にねじこみ、止め 
ねじの頭びアルカ U 巧水をの表面から出な 
いよラにして < ださい。 
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アルカリ本体の設置と接続 


アルカ U 本体をキャビネット内に設置し、止水栓とアルカ U 用水栓に接続します。 


•カートリツジの交換およびカルシウム添加のため、ち記寸法の 
スぺ ースが 必要です。 

•吐水ホース-排水ホース-給水ホースは、巧れ曲び5ないよラに 
して < ださい。 

(水漏れや適切な pH の水び出ない原因） 



• P ± 水ホース-排水ホースは、山お配管にならないよラにして 
<ださい。 

適切な長さに切ってください。 

(適切な pH の水び出ない原因） 


德い例) 



山形配管 



♦配管 終了後は、付属のホース固定バン ドに本) でホース類を固定してくださし、。 


• 配管終了後にアルカリ本体が傾かないようにしてください。 

〔傾くときは、アルカリ本体を固定してください。 （21 ぺージ参照)] 



• r アルカリ用水ををキャビネット外ほ日管スぺース）に取り付ける場合」は、配管用の貫通穴び 
必要になりまず。 に0ページを参照してください。） 


1 アルカリ本体に給水ホースを接続する 

(接続樹ま、給水ホースを引っぱって抜けないことを確認ずる) 


A 注意 


給水ホースは最後まで差し込み、袋ナツトをしつかりと締めつけ、固定金具(クイックフアスナー) 
を確実に取り付ける 


〇 


不備の場合、水漏れの原因になり、大さな補償問題になることびありまず。 


必ず守る 

»袋ナツト(樹脂性)の締めつけに、工具を使用しないでください。 


接続のしかた 


給水ホース継手 



0固定金具(クイックファスナー)を取り付ける 
この部分に取り付ける 


取付完成図 


給水ホース継手 



W 〇差し込む 

^0袋ナツトを締め付ける 


給水ホース 


固定金具 


広げないで一 ( 
<ださい。 





固定金具 
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アルカリ本体の設置と接続 


2止水栓に給水ホースを接続する 



■ 配管の延長び必要な場合 

•アルカ U 本体は、吐水ホース、排水ホース(各々、 

約日40 mm ) び届く範囲内に設置してください。 
•アルカ U 本体と止水栓との距離び長い場合は、配管 
延長巧に必要な部品 (6 ページ参照)を別途調達し、 
配管して < ださい。 



〇アルカリ本体に操作パネルコードを接続する 



〇 


コード引を出し□か5 
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I 吐水ホースと排水ホースは、たるみ 
すざないよラに適切な長さに切って 
<ださい。 

また、カルシウム添加筒のキャップや 
カートリツジのカバ’一にかからない 
よラにして< ださい。 


4 


アルカリ用水をと接続する 


操作パネルコード 



'アルカリ用水检 


ホース類は確実に接続 
ずる 

万一、水漏れび起 




A 迂局 

、ノ 




I 吐水ホース（濃いグ レー )- 

折れ曲がらないよラに 
してください。チ I ック 



—排水ホース（うすいグレー） 

折れ巧がらないよラに 
してください。チ: t ック 


I 


排水継手 




ホース 締付バンド(ル） 


If 


こると、大をな補 
償問題になること 
必ず守るびあります。 


I ホース類は、ゆるやかに 
つぶれないよラになげる 

急に巧げたり巧つ 
たりすると、亀裂 
や破損の原因とな 
り、漏水し、家財 
などをめらす原因 
になることびあり 
ます。 


〇 

必ず守る 


排水の表示あり 

化水継手 _ 

吐水の表示あり 


■ p ± 水ホースとが水ホース 
を切るとさは、継手から 
はずして切る 

継手に傷び付を、 
水漏れび起こると, 
大をな補償問題に 
必ず守るなることびありま 
す。 


〇 




ホース締付バンド(大) 



給水ホース 气1 

折れ®びらない 1 
よラにしてくだ 
さい 。I チェック」 



アルカリ本体後面 


水漏れ 
チェック 



>各ホースは、下図のよつに確実に 
接続して < ださい。 


日 〜] mm 

，ホースは興にあたるまで 
挿入してください。 


継手 



ホース 締付バンド 


水漏れ 
チェック 


アルカリイオン水、弱酸性水、浄水 
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アルカリ本かの設置と接続 


ルカリ用水栓をキャビネットタ K 配管スぺース）に取り付ける場合 


点検□の近<に配管用の貫通巧をあけて、配管を接続して<ださい。 

•配管後は、貫通巧を防虫シート (付属部品) でふさいでください。 

〈後板び穴加工可能なキャビネットのとさ> 


後板 


•点検□は、必ず設けてください。 




〈後板び穴加工でさないキャビネット (天然大理石 

排水ホース 

操作パネルコード 


吐水ホース 



1^ 

点検□ふた 

給水ホース 
電源コード 


防ちシート 

(わッ ト部を下向をに^ 

I して < ださい。 J 

♦付属の防虫シートを 
切ってください。 


ホー □-など) のとさ> 

♦点検□ふたを、切り欠いてください。 
点検□ふた 



>防虫シートは、必ずカット部を下向さにして 
貼り付けてください。 

( 上向舌に貼ると、点検□ふたび取りはずせ^ 

I ま甘ん。 ) 


A 迂后、 

V ノ 


点検口は、必ずアルカリ用水柱を含む配管接続部全体が点検できるように設ける 

• 次のよラな場合に止水をの開閉び必要でず。 

• 水道配管やアルカ1」用水栓を含む配管接続部全体の水漏れ点検時 
• 止水をのフィルター付パッキンの清掃時 


万一、水漏れび起こると、大さな補償問題になることびありまず。 


>点検口には、必ずふたをしてください。 
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アルカリ本体の固定/ずれ防止について 


設置後、アルカ U 本体び不安定なとさは、下記の手順にてアルカ U 本体を固定するか、 L 字金具を使用 
してずれ防止を行って<ださい。 

■アルカリ本体の固定 



■ アルカリ本体のずれ防止について 

(アルカリ本体び直接タツピンねじで固定できない場合) 


• L 字金具をアルカリ本体のがに出す場合 

(アルカ U 本体前面に L 字金具取付スペースびあるとさ) 



タツピンねじで固定でさないとさは、 
付属の粘着テープで固定する 


/堅 



1 アルカリ本体後面を壁に 
ちてる 


2 アルカリ本体前面に L 字 
金具びちたるように、付属 
のタツピンねじまたは粘着 
テープで巧に固定ずる 


• L 字金具をアルカリ本体の下に入れ込む場合 4 アルカリ本体後面を壁に 

(アルカ U 本体前面に L 字金具取付スペースびないとさ） I あてる 



2 

3 


アルカリ本体前面に L 字 
金具びちたるよラに、付属 
のタツピンねじまたは粘着 
テープで巧に固定ずる 


アルカリ本体の切り欠き部 
に L 字金具をちわせて、 
本体を設置ずる 
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最終点巧（水漏れ、動作および通水量確認) 


• アルカリ本体に水を通す前に、必ず分岐金具の止水おを開いて、アルカリ用水を LU がの水をか5水を出してください。 

〔配管内のゴ S などを出すため（ゴ S びアルカ1」本体内蔵の電磁弁に詰まると、誤動作の原因になります。)〕 

•配管接続部の水漏れは、必ず止水/通水スイッチを数回巧して、確認してください。 

(通水後、 ] 秒間は止水できません。） 

•お客様引き渡しの際は、アルカリを r 弱」に設定し、水質は r 浄水」にしてください。 


水道メーターの止水桂を開く 

• 13ページ「手順1」を参照してください。 


n 分岐金具の止水桂を開く 



P 止水检び開いているのを確認する 



3 水栓を開< 

(配管内のごみなどを出すため) 



アルカリ本体の電源プラグを、^ド f 
コンセントに差し込む L _ 

(ブヴ ーび 「ピッ」と鳴る） 


• r ミき水」の水質表示ランプが点灯する 


水質表示ランプ 

(点好) 


此/通水 
弱叫□強 

7jSiu] 

こフ ザ-切 

通 S 性 


6 水質切替スイッチを巧し、 
操作ノはルの動作を確認する 


• 下記の手順で水質切替スイッチを押し、選択し 
た水質の水質表示ランプおよび pH 調節ランプ 
が点：):了するか確認する 

らみリ] (アルカリ「弱」点灯)与 [ yiwj ] (アルカリ 
伸」点口）づ ら品 IJ ] (アルカリ「制点巧）づ 
向品 U ] (アルカリ「弱」点灯)与 [ 品1 (ミ争水点灯） 
^ (弱量。 (弱酸性点な)^ [;—晶< j (浄水点な) 

•水質切替スイッチを巧したとき、ブザー チェック 
び「ピッ」と鳴るか確認する 〇_ 

《アルカリ「強」=>「弱」は、ブザーび 
「ピッピッ」と鳴る 


水質切替 
スイッチ 



pH 調節 
ランプ 

水質表示 
ランプ 
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7 止水/通水スイッチを押し、ミき水を約10リットル(約已分間)流す 

(カートリツジ内の空気巧さのため） 



水信号ランプび約20〜30秒間点滅後、 

点灯に変わ0まず。 

•水信号ランプと力ートリッジ寿命 チェック 

ランプ(緑色)が、点なしていることを 
確認ずる 

•ミき水を流し、水信号ランプ(緑色） チェック 

点!口後、が水□の水び止まっているか 
確認ずる 

•アルカリイオン水を流し、が水□か5 チェック 
水が出ているか確認ずる 

《水び出ていないとさは、排水ホースび 
折れていないか確認してください。 


8 配管の接続部およびカートリツジ部分か5水漏れがないか確認ずる 

(力ート U ツジからの水漏れは、アルカ U 本体のカバーを開けて確認してください。) 



Q 通水量の確認を行う に 4 ぺージ参照) 



•動作に異常びある場合は、操作パネルコードの 
コネクターび、確実に接続されているか確認 
してください。 （18 ページ参照） 



•止水/通水スイッチを巧して水を止めてを、吐水口 
および排水□からポタポタと水び落ちることび 
ありまずび、異常ではありません。カート U ツジ内 
の空気び抜けていないと起こりやずくなりまずの 
で、最初にミき水を約] 0 U ットル(約已分間)流して 
空気を抜いて < ださい。 


• 弱酸性水を使用した後は、止水/通水スイツチを 
押しても、約已秒間水び出まず。 

(本体内の弱酸性水を排水していまず。） 


• pH 測定については、取扱説明書の9ページを参照 
して < ださい。 


— A 迂局 — 

最終点検閒ホ、アルカリ用水をを含む 
配管接続部全体の水漏れ点検を十分 
に行ラ 

万一、水漏れび起こると、 

大さな補償問題になること 
びありまず。 

必ず守る 
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最終点巧（か漏れ、動作および通水量確認） 

■通水量確認 L 

下記の手順で、アルカ U 本体への通水量び適正になっているか確認してください。 

適正になっていないときは、止水栓で通水量を調整してください。 

1 電源プラグをコンセントか5巧き、后晶^と [ WTl を同時に押 しなげら 、再度差し込む 

I (ブヴーび r ピッピッ」と鳴る） 

•通水量確認モードに設定しまず。（「ミき水」の水質表示ランプび点滅） 

2 止水/通水スイッチを押して通水し、通水量を確認する 

•通水中は、水信号ランプび緑色に点滅しまず。（通水量び少なずざる場合は、点滅しません。） 



通水量は、 pH 調節ランプとブザー音で確認ずる 


通水量 

pH 調節ランプ 

ブザー音 

多い 

アルカリ「強」点灯 

ピーピー… 

適正 

アルカリ忡 J 点な 

ピッピッ… 

みない 

アルカリ「弱」点好 

無音 

みなずざる 

アルカ U は点灯しない 

化ち 
/ 1 \\ 1=1 


〇通水量が適正でないときは、止水栓で調整する 



4 電源プラグをコンセントか5巧き、操作パネルのランプび完全に消なし、已秒む上経過 
してから、再度差し込む 

ロザ-び「ピツ」と鳴る）チェック 
•通常使用モードに戻0まず。 



•設置-点検終了後は、止水していることを確認してください。 
• 点検終了後、シンクに付着した水はふき取ってください。 

(水あかやシンクの変色などの原因になることびありまず。） 



* 水圧び低い場所では、適正な通水量にならないことびありまず。冰圧100 kPa 未満） 
そのときは、カート U ツジ寿命び短くなることびありまずので、お客様へご連絡ください。 
• 通水量びかなずざるとさは、電気分解をしません。 
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■ 最終点検時トラブル対応表 


トラスレ 

対応(チ I ック項目） 

参照ぺージ 

電源プラグをコンセントに差し&んで 
も、操作パネルのランプび点归しない 

操作パネルコードのコネクターは、確実に接続され 
ていまずか？ 

18ページ 

操作/ (ネルのスイッチ操作びでさない 
または、動作に異常びある 

操作パネルコードのコネクターは、確実に接続され 
ていまずか？ 

18ページ 

が水□か5水が出ない 

•排水ホースび折れ曲びっていませんか？ 

• r ミき水」にして通水していませんか？ 

1日ページ 

23ページ 

水漏れしている 

各配管の接続部には、ホース締付バンドや固定金具 
を確実に取り付けていまずか？ 

17、 ] 日ページ 

付属の止水栓に、フィルター付パッキンび正しい 
方向で取0付けられていまずか？ 

13ページ 

止水/通水スイッチを押してち 
水が出ない 

操作パネルコードのコネクターは、確実に接続され 
ていまずか？ 

18ページ 

止水栓は開いてまずか？ 

22ページ 

止水/通水スイッチを押してち 
水が止まらない 

操作パネルコードのコネクターは、確実に接続され 
ていますか？ 

※水を止めてち、吐水□および排水□からポタポタと 
水び落ちることびありますび、異苗ではありません。 

18ページ 

付属の止水栓に、フィルター付パッキンび取り付け 
られていまずか？ 

※アルカ U 本体内蔵の電磁弁にゴミび詰まると、 
止水でさなくなりまず。 

13ページ 

ミき水を約] 0 U ットル(約已分間)流していまずか？ 
※カート U ッジ内の空気び抜けていないと、起こり 
やす< な0まず。 

23ページ 


〈最終点検チェックリスト〉 


チェック項目 

チェック内容 

チェック 

水漏れ 

接続部 

未-済 

カート U ッジ部 

未-済 

アルカ U 用水栓部 

未 - 済 

アルカ U 本体 

未 - 済 

動 作 

通水量確認後、通常使用モードに設定したか 

未-済 

各スイッチは、正しく動作ずるか 

未 - 済 

各ランプは、正しく点好ずるか 

未 - 済 

水質切替スイッチを押したとさ、ブヴーび鳴るか 

未 - 済 

排水口から水び出るか 

未 - 済 

r ミき 水」にして通水したとき、排水口から水び出ていないか 

未 - 済 

通水量の確認を行い、適正だったか 

未 - 済 

お客様への連絡事項 


チェック日 年月日 

販売店 te [_ / 、 _ 担当を 




* 設置,終了後、施工説明書は、最終点検チェックリストに必要事 I 頁を記入のうえ、取扱説明書- 
な証書- グリセ□リン酸カルシウム製剤- pH 試験液と一緒に、必ずお客様にお渡しくださし、。 
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参考 


配管方式について 


本器は、施工説明書に従い、必ず r 元止め方式」で配管してくださし、。 


元止め方式とは… 


戸 

アルカリ本体入 □ アルカリ本体 


給水を 

(電磁お） （カートリッジ） 

► n t 





妙 

1 

^ 1- ) 

11 

/卜 吐水 □ 

1 

配管からの水圧び 吐水中にだけ水圧びかかる部分 

常にかかっている部分 

\ 

ノ 


吐水中にだけ、アルカリ本体(力ートリツジ) 
に水圧びかかるち式 

• お客様び不在のとさなどの漏水事故で、 
過大な損害び発生ずることを防止ずる 
方式でず。 


先止め方式とは…（参考) 


アルカリ本体 

給水を （カートリッジ） 止水弁部 
@ ~ ~ 71. 吐水 □ 


配管からの水圧び 吐水中にだけ水圧び 

常にかかっている部分 かかる部分 


常にアルカリ本体(カートリッジ)に水圧び 
かかるち式 

• 先止め方式の場合は、止水/通水スイッチを 
巧すと、すぐに水び止まりまず。 


カート IJ ッジについて 


本器に装着している力ートリツジ(品ま： TKB 巨000 C 1) で除去できる物割ホ、下記の13種類で 
す。それむがの有害物質や、水中に溶け込んでいる鉄分•重金属類(銀•銅など）•塩分(海水)は、 
除去でさません。 


除去でをる物實 _ 

•遊離残留短素 •濁り •総卜 U 八□メタン 

•ブ□モジク□□メタン •ジブ□モク□□メタン 

•テトラク□□エチレン • hU ク□□エチレン 

• CAT (農薬） *2- M 旧(カビ臭） •溶解性鉛 


•ク□□ホルム 
•ブ□モホルム 
• 1,1,1 -卜 U ク□□エタン 
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メモ 
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